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　海外青少年との交流や異文化への理解を通じ

て国際性豊かな青少年を育てていこうと、８月16

日から23日まで青少年赤十字（JRC）の高校生メ

ンバーや指導者ら10人をフィリピンに派遣。フィリ

ピン赤十字社や小学校などを訪問し、現地の子ど

もたちと交流しました。今回は、ゴミ捨て場で生活

する子どもたちの支援施設で給食支援のボラン

ティアも体験。現地のスタッフらと協力して子ども

たちに食事を提供しました。交流や体験を通じて

メンバーからは、「貧しい生活環境の中で一生懸

命に生きる子どもたちの姿に感動した。」「自分が

毎日いかに幸せに過ごしているかを痛感した。今回の経験を日本のメンバー

に伝え、JRC活動に力を入れていきたい。」などの感想が出されました。

　また、日本赤十字社の国際交流事業で来日した

フィリピン青少年赤十字メンバーら３人が11月13日

から20日まで本県を訪れ、県内の青少年赤十字メ

ンバーと交流を深めました。

青少年赤十字メンバーが国際交流青少年赤十字メンバーが国際交流

　今回の派遣メンバーの坂本美波さん（福島県立
白河旭高校３年　写真中央）が、訪問時に実施した
アンケート調査を基にまとめた論文「フィリピンの子
どもたちの今～日本とフィリピンの比較」が、このた
び福島県教育委員会が国際理解・交流をテーマと

した優秀な論文に与える「朝河貫一賞」高校の部で、最優秀賞を受賞しました。

▲県内のJRCメンバーから寄せられたトピックアルバムを贈呈

食事の準備

▲

最優秀賞
受賞

最優秀賞
受賞

決｜算｜報｜告決｜算｜報｜告

　６月14日、日赤県支部において平成22年度第１回評
議員会を開催し、平成21年度事業報告及び各会計収支
決算について審議を行い、いずれも承認されました。
決算の概要は、次のとおりです。

■平成21年度　医療施設特別会計歳入歳出決算報告

■平成21年度　血液事業特別会計歳入歳出決算報告

6,352,634,078円
収益的収入

収益的収入

3,306,151,638円

差　引

△180,313,041円

差　　引

108,389,787円

収益的支出

6,532,947,119円

■平成21年度　一般会計歳入歳出決算報告

 348,085,508円
歳　入 翌年度繰越金

  22,403,858円
歳　出

325,681,650円

収益的支出

3,197,761,851円

　　　　歳出合計
 1　 災害救護事業と装備費
 2 　救急法等講習会費
 3 　赤十字奉仕団（ボランティア）育成費
 4 　青少年赤十字（JRC）育成費
 5 　医療事業費・血液事業費
 6 　国際活動費
 7 　救護看護師養成費
 8 　地区・分区（市町村）活動費
 9 　日赤本社活動費
10　社員増強・社資募集等経費
11　社会福祉費
12　支部業務管理費

歳 出

歳 入 348,085,508円
293,839,320円
12,087,642円
42,158,546円

325,681,650円
39,725,148円
19,044,469円
19,420,731円
23,035,296円
8,730,023円
7,712,648円
8,455,030円
54,450,438円
43,018,970円
40,833,830円
1,279,083円
59,975,984円

　　　　歳入合計
 1　 一般社資（社費、寄付金）収入
 2　 法人社資収入
 3　 その他収入（繰越金等）

平成21年度

国内義援金 海外救援金

●広島県大雨災害
●山口県大雨災害
●奄美地方大雨災害

合　　計 670,059円 合　　計 9,876,231円

　 5,928,122円
3,464,754円
77,905円
327,842円
77,608円

●ハイチ地震
●チリ地震
●中国豪雨災害
●パキスタン洪水
●無指定海外救援

255,531円
116,959円
297,569円

国内義援金・海外救援金受付状況国内義援金・海外救援金受付状況平成22年平成22年 （平成22年11月30日現在）（平成22年11月30日現在）

（平成21年11月1日～平成22年10月31日）順不同・敬称略
皆様からのご支援に感謝しております。

厚生労働大臣感謝状

日本赤十字社社長感謝状

金 色 有 功 章

銀 色 有 功 章年間100万円以上

金色有功章受章後累計50万円の都度

累計が50万円以上

累計が20万円以上
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高萩　秀則

(株)武田コンサルタント

(株)光南鍍金工業所

(有)桜井運送

(株)協和エムザー

舞木　桝男

遠藤　一雄

小林　トシイ

●

●

●

●

●

●

●

鈴木　仁子

渡部　妙見

髙瀨　庄吉

髙瀨　英子

渡部　榮子

渡部　勝男

吉岡　昌一

(有)高梨測量設計事務所
(有)木村酒店
陽光社印刷(株)
(宗)松尾山東光寺
渡部　修
池田　良彦
(株)日本技術ガイドセンター
常葉方部民生児童委員協議会
船引町赤十字奉仕団
(株)釜屋
(医)三愛会池田記念病院
協業組合白河地方リサイクルセンター
日本実業(株)
(有)藤白産業
樋　幸四郎
小林　トシイ
大河原　幸尉
森　貴弘
三橋　禮子
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大 熊 町

須賀川市 ● 相馬共同火力(株)相 馬 市

田 村 市

福 島 市

福 島 市

福 島 市

福 島 市

郡 山 市

郡 山 市

田 村 市

会津若松市

福 島 市
福 島 市
福 島 市
福 島 市
福 島 市
郡 山 市
郡 山 市
田 村 市
田 村 市
須賀川市
須賀川市
白 河 市
白 河 市
白 河 市
会津若松市
会津若松市
喜多方市
喜多方市
喜多方市

会津若松市

猪苗代町

会津坂下町

会津坂下町

南会津町

下 郷 町

大 熊 町

南相馬市
南相馬市
相 馬 市
いわき市
いわき市
いわき市
いわき市
いわき市
いわき市
猪苗代町
西会津町
南会津町
南会津町
飯 舘 村
双 葉 町
広 野 町
広 野 町
富 岡 町

(株)栄製作所
羽生歯科医院
梶田　浩二
吉田　文子
佐藤　浪子
(株)本間機械工作所
(有)丸忠あかつ
いわき青果商業協同組合
(株)平中央自動車学校
渡部　テル
清野　りり子
細井　泠一
渡部　文一
多田　保子
(有)丹治電気工業
金澤　長
大和田　公夫
高野木材(株)

受章者の紹介受章者の紹介

題字：日本赤十字社福島県支部長　佐藤雄平(福島県知事)



ご協力いただいた金額により表彰があり、
税制上の優遇措置もあります。

災害救護活動

赤十字の活動は一人ひとりの
やさしさに支えられています

Disaster Relief

赤十字
ボランティア
Volunteers

国際活動（救援と開発協力）
International Activities

医療事業
Medical Services

看護師等養成
Training the Nurses

講習普及事業
Safety Services

青少年赤十字
Junior Red Cross

社会福祉事業
Social Welfare Savices

赤十字の活動資金に協力をお願いします

血液事業
Blood Programme

●詳細については、下記までお問い合わせください。
●当院ホームページにも掲載しておりますので、
参照ください。

福島赤十字病院

看護スタッフ募集
正職員・
臨時パート
募集中

URL http://www.fukushima-med-jrc.jp

お問い合わせ
福島赤十字病院総務課・人事係又は看護部

☎024（534）6101

•資格／看護師
•勤務／外来・病棟
•給与／日本赤十字社給与
　　　　要綱により支給いたします。

複数回献血クラブ会員募集中!!

年間複数回、成分献血・400mL献血に
ご協力いただける方を募集しています。

携帯電話からのご登録

に空メールを送信
abo@kenketsu.jp

パソコンからのご登録
にアクセスhttp://www.kenketsu.jp/

ご登録いただくと…

・献血時における検査成績をサイトで照会できます。
・成分献血の予約がインターネット上でできます。
 （福島県内の血液センター及び献血ルーム）
・血液が不足した時に献血のご依頼をさせていただきます。
・献血イベントやキャンペーンのご案内をお知らせいたします。

ドメインkenketsu.jpからの
メールを受け取れるよう設定願います。

ご登録には、献血者コード（献血カードに記載）
と生月日が必要となります。

お問い合わせ 組織振興課 : 024（545）7998

避難所に
救援物資輸送
避難所に

救援物資輸送
避難所に

救援物資輸送

　９月の第２土曜日の世界救急法デーにちなみ、９月11日、

福島市のコラッセふくしまで、救急法講習会を開催しました。

今回は特に（財）福島県国際交流協会の協力を得て、県内に

滞在している外国人にも参加を呼びかけ、日本、ブラジル、中

国、韓国、フィリピン、ベトナム、カナダの７カ国24人が参加し

ました。通訳を受けながら参加した外国人は、「心肺蘇生法

は世界共通の技術」と、万一に備え、真剣に学んでいました。

毎年９月の第２土曜日は
「世界救急法デー」
毎年９月の第２土曜日は
「世界救急法デー」
毎年９月の第２土曜日は
「世界救急法デー」

平成22年
「赤十字ボランティアのつどい」を開催

平成22年
「赤十字ボランティアのつどい」を開催

平成22年
「赤十字ボランティアのつどい」を開催

　10月27日郡山市のビッグパレットふく

しまを会場に当支部初となる「平成22年

赤十字ボランティアのつどい」を開催、約

700人の赤十字ボランティアが参加しま

した。表彰では、赤十字活動に尽力いた

だいた200人のボランティアと18の奉仕

団を表彰し、その功績をたたえました。活

動発表では、金山町赤十字奉仕団と田

村市大越赤十字奉仕団が特色ある活動

の様子やその成果について報告。参加

者らは熱心に聞き入っていました。また、

NPO法人地球のステージ代表理事桑山

紀彦氏による「地球のステージ２」の公

演も行われました。

　昭和23年に会津若松市赤十字女子奉仕団の結成から始まった県内の赤十字奉仕団は、現在145団、メンバーは

１万3千人余。県下に赤十字奉仕団のネットワークが形成され、地域や各奉仕団の特性に合わせた活動が行われて

います。

「ボラボラ探検隊」in 金山で児童と交流　食事作りを支援
（金山町赤十字奉仕団）

文化祭で「レッドクロスカフェ」を出店
（田村市大越赤十字奉仕団）

活
動
の
様
子

［７月10日　福島県支部災害救
護訓練］

　日本赤十字社の活動の中でも
災害救護は

最も重要な活動です。日ごろから
訓練に取り

組み万一の災害に備えています
。　９月29日午後５時ごろ発生した天栄村付近を震源

とする震度４の地震で、当支部では発災直後から情報

収集にあたり、救援物資の送付などに備えました。翌

30日天栄村から

の要請により、支

部職員２名が緊急

セット30個、バス

タオル100枚を輸

送、同村湯本体育

館の避難所に届

けました。


